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6
月
17
日
に
、
国
吉
城
の
歴
史
を
よ

り
深
く
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

歴
史
ガ
イ
ド
の
育
成
を
め
ざ
す
国
吉
城

歴
史
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

国
吉
城
は
、
１
５
５
６
年
に
粟
屋
越

中
守
勝
久
が
佐
柿
に
築
い
た
山
城
で
、

１
５
７
０
年
に
は
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀

吉
、
徳
川
家
康
な
ど
の
武
将
が
訪
れ
た

記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
講
座
で
は
、
約
20
人
が
参
加

さ
れ
、
実
際
に
国
吉
城
址
の
遺
跡
を
巡

り
な
が
ら
山
頂
の
本
丸
跡
ま
で
登
り
、

6
月
30
日
に
、「
ち
ょ
っ
と
お

先
に 

七
夕
ま
つ
り
3
」
が
Ｊ
Ｒ

美
浜
駅
及
び
隣
接
す
る
町
観
光

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
住
民
で
つ
く

る
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
「
夢

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
は
ま
」に
よ
っ

て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
今
回

で
3
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
七
夕
飾
り
づ
く

り
や
ス
ト
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ
、
パ

ン
や
苗
木
の
販
売
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

家
族
連
れ
や
若
者
の
ほ
か
小
浜

線
を
利
用
さ
れ
て
来
ら
れ
た
方

な
ど
大
勢
の
人
が
催
し
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

担
当
職
員
か
ら
同
城
の
歴
史
や
戦
略
的

な
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
来
年
3
月
ま
で
に
国

吉
城
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で

計
10
回
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
町
文
化
財
保
護･

町
誌
編
纂
室
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
32
‐
０
０
２
７　

担
当
・
大
野
）

短冊に願いをこめて…

ちょっとお先に 七夕まつり３

国
吉
城
歴
史
講
座

国
吉
城
歴
史
講
座

戦
国
の
世
に
築
か
れ
た
山
城
の
歴
史
を
学
ぶ
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浅
倉
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弥

白
石
一
文

藤
田
宜
永

新
堂
冬
樹

河
本
準
一

三
浦
し
を
ん

有
川　

浩

小
坂
流
加

R
・
ラ
イ
ザ
ー
ト

光
本　

忍

貫
井
徳
郎

江
上　

剛

篠
田
節
子

重
松　

清

坂
東
眞
砂
子

片
山
恭
一

甘
糟
り
り
子

島
田
雅
彦

水
沫
流
人

黒　

史
郎

内
田
康
夫

山
本
一
力

澤
田
ふ
じ
子

諸
田
玲
子

が
ら
く
た

秘
花

ロ
ッ
ク
母

ビ
ザ
ー
ル
・
ラ
ヴ
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

永
遠
の
と
な
り

戦
力
外
通
告

日
本
一
不
運
な
男

一
人
二
役

き
み
は
ポ
ラ
リ
ス

塩
の
街

余
命
10
年

三
番
目
の
魔
女

森
の
奥
の
り
く
り

夜
想

狂
宴
の
果
て

純
愛
小
説

き
み
が
最
後
に
出
会
っ
た
人
は

パ
ラ
イ
ゾ
の
寺

壊
れ
た
光
、雲
の
影

中
年
前
夜

カ
オ
ス
の
娘

七
面
坂
心
中

夜
は
一
緒
に
散
歩
し
よ

長
野
殺
人
事
件

銀
し
ゃ
り

暗
殺
の
牒
状

か
っ
て
ま
ま
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8月の休館日 6日(月)・13日(月)・19日(日)・20日(月)・27日(月)

●
募
集
部
門
・
規
定　

　

作
品
は
1
人
1
点
と
し
、
４
０
０
字

詰
め
原
稿
用
紙(

縦
書
き)

を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　
●　

小
学
生
の
部
（
2
年
生
以
下
）　

　
　
　

2
枚
程
度

　
●　

小
学
生
の
部
（
3
年
生
以
上
）　

　
　
　

3
枚
程
度

　
●　

中
学
生
の
部 　
　
　
　
　
　

　
　
　

5
枚
以
内 

　
●　

一
般
の
部 

　
　
　
　
　
　

　
　
　

5
枚
以
内

　
●　

家
族
の
部 

 

　
　

 

　
　
　

1
組
5
枚
以
内

※
家
族
の
部
は
、
何
人
で
書
い
て
い
た

　

だ
い
て
も
結
構
で
す
。
ま
た
、
他
の

　

部
門
と
重
複
し
て
ご
応
募
い
た
だ
け

　

ま
す
。

●
対
象
図
書　

　

教
科
書
を
除
く
全
著
作

●
締　
　

切

　

10
月
5
日
（
金
）

　

町
立
図
書
館
で
は
、
平
成
19
年
度
の
読
書
感
想
文
を
募
集
し
ま
す
。

　

読
ん
だ
本
に
つ
い
て
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
・
新
し
く
発
見
し
た
こ
と
、
自

分
の
思
い
な
ど
を
綴
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ま
た
、
家
族
で
同
じ
本
を
読
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
文
を
書
い
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

平
成
19
年
度 

平
成
19
年
度

●
応
募
方
法　

　

作
品
の
表
紙
に
、
題
名
お
よ
び
対
象

の
図
書
名
・
著
者
名
・
出
版
社
名
並

び
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
を
つ
け

る
）
・
学
校
名
・
学
年
を
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

●
提 

出 

先　

　

町
立
図
書
館
（
児
童
・
生
徒
の
作
品

に
つ
い
て
は
、
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
）

●
そ 

の 

他　

　

作
品
は
、
自
作
で
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。



そ
の
他

永
井　

隆

朝
永
清
之

城
山
三
郎

R
・
ス
テ
ル
ン

岩
井
志
麻
子

山
本
文
緒

並
河　

進

神
保
美
佳

デ
ボ
ラ
・
ブ
ラ
ム

カ
ナ
マ
ル
ト
モ
ヨ
シ

木
本
書
店

柴
田
昌
治

残
間
里
江
子

水
谷　

修

山
本
秀
人

三
浦
展
・
上
野
千
鶴
子

藤
原
寿
子

藤
井　

旭

萩
原
雅
紀

大
脇
賢
次

市
ノ
瀬
絵
里
子

平
谷
け
い
こ

ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
講
談
社

一
身
上
の
都
合

遥
か
な
る
絆

仕
事
と
人
生

野
生
の
樹
木
園

美
男
の
国
へ

再
婚
生
活

下
駄
箱
の
ラ
ヴ
レ
タ
ー

パ
チ
ン
コ
年
代
記

幽
霊
を
捕
ま
え
よ
う
と
し
た
科
学
者
た
ち

フ
ェ
リ
ー
で
G
O
！

白
書
の
白
書

な
ぜ
社
員
は
や
る
気
を
な
く
し
て
い
る
の
か

モ
グ
ラ
女
の
逆
襲

夜
回
り
先
生
の
ね
が
い

水
遊
び
・
水
泳
を
1
0
0
倍
楽
し
む
本

消
費
社
会
か
ら
格
差
社
会
へ

暮
ら
し
に
役
立
つ
結
び
方
大
全

宇
宙
へ
の
招
待

ダ
ム

早
わ
か
り
建
築
基
準
法

手
づ
く
り
布
ぞ
う
り

摘
み
菜
が
ご
ち
そ
う

ふ
た
り
で
歩
く
美
術
館
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夏休みイラスト教室
●ひげおじさんと絵を描こう！

夏休み！図書館はワクワクがいっぱい！
　今年もたくさんの夏休みイベントを企画しています。
　みんなで来てくださいね！

～夏休み期間中のお知らせ～
課題図書やおすすめの本、工作･自由研究関係の本は特別コーナーにあります。
なお、夏休み期間中の、子どもの本の貸出期間は1週間になります。返却日にご注意ください。
また、夏休み期間中、こども図書館クラブの会員が図書館の仕事体験をしていることがあります。
見かけましたら、ぜひ、お声をかけてあげてください。皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。

日　時：8月8日 (水)午後1時30分～3時30分
内　容：ポスターや絵の上手な
　　　　描き方を教えてくれるよ！
講　師：仲嶌 富士男さん(木野)
定　員：30人　　参加費：無料
持ち物：筆記用具、絵の具またはクレヨンなど
　　　※8月1日(水)までにお申し込みしてください。

夏休み実験教室　
●ひえひえ楽しいサイエンス
‐196℃の世界・ドライアイスで遊ぼう！

日　時：8月11日 (土)
            ・午前の部 午前10時～11時
            ・午後の部 午後1時30分～2時30分
内　容：ひんやり冷たい実験、シャーベット作り
定　員：午前・午後とも各40人　　参加費：無料
　　　※8月1日(水)までにお申し込みしてください。

夏休み工作教室 第2弾
●ペットボトルで
　　小物入れを作ろう！
日　時：8月17日(金)
　　　　午前10時～正午　
定　員：30人　参加費：無料　
持ち物：筆記用具
　　　※8月10日(金)までにお申し込みしてください。

夏休み折り紙教室
●楽しい折り紙

日　時：8月23日(木)
　　　　午前10時～午前11時30分
内　容：動物や箱などの作品を折ります。
定　員：30人　参加費：無料　
　　　※8月16日(木)までにお申し込みしてください。

昔話おはなし会
●ひんやり こわーい おはなし
日　時：8月25日(土)
　　　　午前10時30分～11時10分
内　容：幽霊が出てくるこわーいお話
対　象：小学生以上
参加費：無料　

図書館クイズラリー
期　間：8月1日(水)～8月10日(金)
　　　　図書館窓口で解答用紙をもらって、館内
　　　　にかくしてあるクイズを見つけて解答し
　　　　てね。正解した人の中から抽選ですてき
　　　　な景品が当たります。
大抽選会：8月11日(土)午前9時30分～

※夏休みイラスト教室、実験教室、工作教室、折り紙教室は小学生が対象です。参加ご希望の方は図書館まで
　お申し込みください。なお、定員になり次第締め切らせていただきます。



○
日
時 

30
日 

（
木
）午
前
10
時
〜

   

会
場 

は
あ
と
ぴ
あ　

は
あ
と
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

中
庭

   

内
容 

水
遊
び

　

持
ち
物　

着
替
え
・
タ
オ
ル
・
水
筒
な
ど

☆
ひ
よ
こ
ラ
ン
ド

○
日
時 

22
日 

（
水
）午
後
1
時
30
分
〜

   

会
場 

は
あ
と
ぴ
あ　

調
理
室

  

内
容 

離
乳
食
の
す
す
め
方
に
つ
い
て

の
話
や
離
乳
食
の
試
食
、歯
科

衛
生
士
に
よ
る
歯
の
話
な
ど

で
す
。

〔
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
方
へ
〕

☆
離
乳
食
講
習
会

8月
の

☆
両
親
学
級

○
日
時 

25
日 

（
土
）午
後
1
時
〜

　

会
場 

は
あ
と
ぴ
あ 

す
こ
や
か
ひ
ろ
ば

　

内
容 

赤
ち
ゃ
ん
の
沐
浴
実
習
や
、助

産
師
に
よ
る
出
産
に
向
け
て

の
お
話
が
あ
り
ま
す
。

〔
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
な
る
方
へ
〕

☆
乳
が
ん（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

　

併
用
）・
子
宮
が
ん
・
大
腸

　

が
ん
検
診

○
日
時 

26
日 

（
日
）午
前
9
時
〜

   

会
場 

は
あ
と
ぴ
あ

　

対
象 

昨
年
受
診
し
て
い
な
い

40
歳
以
上
の
方

※
お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

8
月
17
日（
金
）ま
で
に「
は
あ
と
ぴ

　

あ
」ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
親
子
食
育
教
室

○
日
時 

17
日 

（
金
）午
前
10
時
〜

　

会
場 

は
あ
と
ぴ
あ 

調
理
室
・
会
議
室
2

　

対
象 

町
内
在
住
の
小
学
生
親
子

　

内
容 

午
前 

親
子
食
育
教
室

午
後 

親
子
リ
サ
イ
ク
ル
教
室

☆
乳
が
ん（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

　

併
用
）検
診
・
子
宮
が
ん
検
診

〔
成
人
の
方
へ
〕

○
日
時 

22
日 

（
水
）午
後
1
時
〜

   

会
場 

東
部
診
療
所

　

対
象 

昨
年
受
診
し
て
い
な
い

40
歳
以
上
の
方

※
ま
だ
定
員
に
空
き
が
あ
り
ま
す
。

　

8
月
17
日（
金
）ま
で
に「
は
あ
と
ぴ

　

あ
」ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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〈特に気をつけたい調理器具〉
まな板、ふきん、スポンジ、
ざる、包丁　など

今
回
は
、
8
月
の
「
食
品
衛
生
月
間
」
に
ち

な
ん
で
「
食
中
毒
の
予
防
」
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

食
中
毒
は
、
食
品
に
付
着
し
た
原
因
菌
が
温

度
と
湿
度
の
条
件
が
そ
ろ
う
こ
と
で
繁
殖
し
て

起
こ
り
ま
す
。
特
に
、
温
度
と
湿
度
の
高
い
夏

は
注
意
が
必
要
で
す
！

よ
り
よ
い
保
存
方
法
や
調
理
方
法
に
よ
り
、

夏
場
の
食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

美浜町保健福祉センター はあとぴあ

美浜町郷市25－20
☎32－3111  FAX32－3112

E-mail : haatopia@town.fukui-mihama.lg.jp
開館時間 午前9時～午後10時　月曜日休館

　

夏
場
の
食
中
毒
は
、
細
菌
を
原
因
と
す
る
も
の

が
多
く
、
主
に
、
腹
痛
、
下
痢
、
発
熱
な
ど
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。

〈
細
菌
性
食
中
毒
〉

・
感
染
型
…
細
菌
が
腸
管
内
で
増
殖
し
、
組
織
を

　

壊
し
、
炎
症
を
起
こ
し
ま
す
。

　

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
属
菌
、
カ
ン
ピ

　

ロ
バ
ク
タ
ー　

な
ど

・
毒
素
型
…
食
品
内
で
増
殖
し
た
細
菌
が
産
み
出

　

し
た
毒
素
を
経
口
摂
取
す
る
こ
と
で
発
症
す
る

　

中
毒
で
す
。

　

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
、
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌　

な
ど

・
生
体
内
毒
素
型
…
菌
が
腸
管
内
で
作
り
出
し
た

　

毒
素
に
よ
り
発
症
し
ま
す
。

　

病
原
性
大
腸
菌
（
Ｏ
‐
１
５
７
な
ど
）、
ウ
ェ

　

ル
シ
ュ
菌　

な
ど

食
中
毒
の
原
因

夏
場
の
食
中
毒
に
ご
注
意
！

夏
場
の
食
中
毒
に
ご
注
意
！

〈
対
策
１
〉
菌
を
つ
け
な
い
！

①
調
理
前
に
は
、必
ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ

う
！

　

帰
宅
後
、
ペ
ッ
ト
に
触
れ
た
後
、
調

理
前
な
ど
、
ま
め
に
手
洗
い
を
す
る
習

慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

②
調
理
器
具
は
使
用
後
す
ぐ
に
殺
菌
・

消
毒
を
し
ま
し
ょ
う
！

　

塩
素
消
毒
、
煮
沸
・
熱
湯
消
毒
な
ど

を
行
い
、
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

③
傷
の
あ
る
手
で
調
理
す
る
と
き
は
ゴ

ム
手
袋
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
！

　

傷
に
繁
殖
し
た
細
菌
が
食
品
に
入
る

の
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。



○
日
時 

30
日 

（
木
）午
前
10
時
〜

   

会
場 

は
あ
と
ぴ
あ　

は
あ
と
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

中
庭

   

内
容 

水
遊
び

　

持
ち
物　

着
替
え
・
タ
オ
ル
・
水
筒
な
ど

☆
ひ
よ
こ
ラ
ン
ド

○
日
時 

22
日 

（
水
）午
後
1
時
30
分
〜

   

会
場 

は
あ
と
ぴ
あ　

調
理
室

  

内
容 

離
乳
食
の
す
す
め
方
に
つ
い
て

の
話
や
離
乳
食
の
試
食
、歯
科

衛
生
士
に
よ
る
歯
の
話
な
ど

で
す
。

〔
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
方
へ
〕

☆
離
乳
食
講
習
会

8月
の

☆
両
親
学
級

○
日
時 

25
日 

（
土
）午
後
1
時
〜

　

会
場 

は
あ
と
ぴ
あ 

す
こ
や
か
ひ
ろ
ば

　

内
容 

赤
ち
ゃ
ん
の
沐
浴
実
習
や
、助

産
師
に
よ
る
出
産
に
向
け
て

の
お
話
が
あ
り
ま
す
。

〔
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
な
る
方
へ
〕

☆
乳
が
ん（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

　

併
用
）・
子
宮
が
ん
・
大
腸

　

が
ん
検
診

○
日
時 

26
日 

（
日
）午
前
9
時
〜

   

会
場 

は
あ
と
ぴ
あ

　

対
象 

昨
年
受
診
し
て
い
な
い

40
歳
以
上
の
方

※
お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

8
月
17
日（
金
）ま
で
に「
は
あ
と
ぴ

　

あ
」ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
親
子
食
育
教
室

○
日
時 

17
日 

（
金
）午
前
10
時
〜

　

会
場 

は
あ
と
ぴ
あ 

調
理
室
・
会
議
室
2

　

対
象 

町
内
在
住
の
小
学
生
親
子

　

内
容 

午
前 

親
子
食
育
教
室

午
後 

親
子
リ
サ
イ
ク
ル
教
室

☆
乳
が
ん（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

　

併
用
）検
診
・
子
宮
が
ん
検
診

〔
成
人
の
方
へ
〕

○
日
時 

22
日 

（
水
）午
後
1
時
〜

   

会
場 

東
部
診
療
所

　

対
象 

昨
年
受
診
し
て
い
な
い

40
歳
以
上
の
方

※
ま
だ
定
員
に
空
き
が
あ
り
ま
す
。

　

8
月
17
日（
金
）ま
で
に「
は
あ
と
ぴ

　

あ
」ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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①
新
鮮
な
食
材
を
用
い
て
、
す
ぐ
に
冷

　

蔵
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
！

②
冷
凍
食
品
は
、
冷
蔵
庫
内
か
電
子
レ

　

ン
ジ
で
解
凍
し
ま
し
ょ
う
！

③
料
理
し
た
も
の
は
す
ぐ
に
食
べ
る
か

　

冷
蔵
庫
へ
入
れ
ま
し
ょ
う
！

▼
食
材
の
温
度
が
20
℃
を
超
え
る
と
、

　

菌
の
繁
殖
ス
ピ
ー
ド
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

食
卓
に
放
置
し
な
い
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、

平
成
17
年
5
月
に　

予
防
接
種
に
よ
る

健
康
被
害
が
否
定
で
き
な
い
重
症
例
が

発
症
し
た
こ
と
か
ら
、
現
行
の
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
は
慎
重
を
期
す
た
め
積
極

的
に
は
勧
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
日
本
脳
炎
が
心
配
、
あ
る

い
は
感
染
の
可
能
性
が
高
い
場
合
な
ど
、

保
護
者
が
特
に
希
望
す
る
場
合
に
は
、

定
期
接
種
と
し
て
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
現
行
の
ワ
ク
チ
ン

使
用
）

●
期　

限　

9
月
30
日(

日)

ま
で

●
対
象
者

　

第
1
期　

3
歳
〜
7
歳
6
か
月
未
満

　

第
2
期　

小
学
校
4
年
〜
6
年

●
規
定
の
回
数

　

第
1
期　

初
回
2
回
、
追
加
1
回
接
種

　

第
2
期　

1
回
接
種

※
1
期
2
期
と
も
規
定
の
接
種
回
数
を

　

未
接
種
の
者

●
実
施
機
関　

東
部
診
療
所

●
実
施
方
法

・
接
種
希
望
者
は
、「
は
あ
と
ぴ
あ
」
に

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
接
種
歴
調
査
後
通
知
書
、
予
診
票
、　

　

同
意
書
を
発
行
し
ま
す
。

・
医
療
機
関
で
、
医
師
に
よ
る
説
明
を

　

受
け
、
同
意
書
に
署
名
後
、
接
種
し

　

ま
す
。

●
接
種
料
金　

無
料

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

は
あ
と
ぴ
あ(
担
当
・
武
田)

☎
32
‐
３
１
１
１

〈
対
策
２
〉
菌
を
増
や
さ
な
い
！

〈
対
策
３
〉
加
熱
殺
菌

①
食
品
の
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
加
熱

　

を
し
ま
し
ょ
う
！

▼
調
理
済
み
の
レ
ト
ル
ト
食
品
や
冷
凍

　

食
品
、
残
り
も
の
の
お
か
ず
な
ど
も
、

　

し
っ
か
り
火
が
通
る
ま
で
加
熱
し
ま

　

し
ょ
う
。

▼
野
菜
な
ど
、
加
熱
せ
ず
生
で
食
べ
る

　

も
の
は
流
水
で
十
分
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

②
卵
は
よ
く
加
熱
し
て
使
い
ま
し
ょ
う
！

（
サ
ル
モ
ネ
ラ
属
菌
を
原
因
と
す
る
食
中

毒
は
、
卵
に
よ
る
も
の
が
増
加
し
て
い

ま
す
）

　

食
中
毒
は
、
夏
場
だ
け
と
は
限
り
ま

せ
ん
が
、
夏
場
は
特
に
注
意
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

今
回
お
伝
え
し
た
中
に
、
普
段
か
ら

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
気
を
つ
け
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

　

少
し
の
気
配
り
が
、
自
身
や
家
族
の

体
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ

れ
を
機
に
、
何
か
ひ
と
つ
で
も
取
り
組

め
る
こ
と
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
冷
気
が
い
き
わ
た
る
よ
う
に
、
７
割

　

程
度
を
目
安
に
食
材
を
入
れ
ま
し
ょ

　

う
。

▼
冷
蔵
庫
の
残
り
も
の
も
必
ず
も
う
一

　

度
火
を
通
し
て
か
ら
食
べ
ま
し
ょ
う
。

▼
肉
や
魚
は
、
汁
が
出
な
い
よ
う
に
保

　

存
し
、
一
番
下
の
段
に
置
き
ま
し
ょ

　

う
。

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

・
詰
め
込
み
す
ぎ

・
熱
い
も
の
を
入
れ
て
冷
や
す

・
ド
ア
の
開
閉
を
頻
繁
に
す
る

・
ド
ア
を
15
秒
以
上
開
け
て
い
る

〜
冷
蔵
庫
の
正
し
い
使
い
方
〜

〈冷蔵庫内の温度を
　上げる原因〉

注 意！

ま 

と 

め



町
誌
よ
も
や
ま
話
（92） 

狐
の
玉
と
ケ
サ
ラ
ン
パ
サ
ラ
ン

文
芸
欄
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川 

柳 　

　
な
に
は
と
も
あ
れ

深
く
ふ
か
あ
く
お
辞
儀
す
る

松
井　

と
し
子
（
郷　

市
）

バ
ラ
の
花
ト
ゲ
持
ち
護
身
美
し
く

佐
竹　

ユ
キ　

（
麻　

生
）

お
月
様
だ
け
秘
湯
の
二
人
知
っ
て
い
る

岸
本　

早
苗　

（
郷　

市
）

も
う
一
度
線
香
花
火
の
真
夏
の
夜

川
尻　

登
志
子
（
菅　

浜
）

豊
か
さ
で
肥
満
に
悩
む
日
本
国

浅
田　

恵
美
子
（
金　

山
）

健
康
食
あ
れ
こ
れ
良
い
と
食
べ
過
ぎ
る

加
藤　

茂　
　

（
河
原
市
）

農
作
物
に
時
に
は
甚
大
な
被
害
を
及

ぼ
す
猿
や
猪
、
鹿
、
カ
ラ
ス
な
ど
の
害
獣

と
と
も
に
、
狐
も
古
く
か
ら
昔
話
や
伝

説
、『
今
昔
物
語
』『
宇
治
拾
遺
物
語
』
な

ど
の
古
典
に
登
場
す
る
ご
く
身
近
な
部

類
の
動
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

害
獣
と
さ
れ
な
が
ら
、
稲
荷
大
神
の
使
わ

し
め
と
し
て
神
獣
、
霊
獣
で
も
あ
り
、
い

わ
ば
善
悪
の
両
義
性
を
秘
め
た
動
物
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
不
気
味
さ
や
神
秘
感
が

感
じ
ら
れ
、
イ
ヌ
科
の
哺
乳
動
物
と
は
い

え
、
と
て
も
ペ
ッ
ト
扱
い
に
は
不
似
合
い

な
野
獣
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
う
え
、
狐
は
悪
賢
く
、
人
を
だ
ま
し

た
り
、
と
り
つ
い
て
人
を
惑
わ
す
と
さ

れ
、
古
く
か
ら
畏い

ふ怖
さ
れ
て
き
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
実
際
狐
ほ
ど
割
を
食
っ
て
い
る

動
物
は
い
な
い
と
も
い
え
ま
す
。
と
り

わ
け
、
社
会
現
象
と
し
て
の
狐
憑つ

き
の
習

俗
は
、
と
き
に
は
陰
惨
な
事
件
を
引
き
起

こ
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
、
か
つ
て
は

大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

実
際
、
人
を
化
か
し
た
り
憑ひ
ょ
う
い依
し
た
り

す
る
よ
う
な
超
能
力
が
狐
に
あ
る
と
は

到
底
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
神じ
ん
つ
う
り
き

通
力

の
も
と
は
狐
の
玉
（
狐
の
毛
玉
）
に
あ
る

と
さ
れ
、
古
来
珍
重
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
玉
は
年
経
た
古
狐
の
尾
っ
ぽ
の
付

け
根
に
あ
っ
て
、
自
然
に
落
失
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
刊
の
「
わ
か
さ
美
浜
町
誌
」
第
二

巻
『
祈
る
・
祀
る
』（
宗
教
文
化
編
Ⅰ
）
の

第
二
節
「
野
辺
の
神
々―

民
俗
信
仰
の
諸

相
」
の
執
筆
に
際
し
、
町
内
全
域
の
屋
敷

稲
荷
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
美
浜
町
に
も

狐
の
玉
を
祠
に
安
置
し
て
祀
っ
て
い
る

家
が
四
か
所
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
（『
祈
る
・
祀
る
』
Ｐ
１
７
５
〜
１
８
０

参
照
）。
ま
た
最
近
の
補
足
調
査
で
、
あ

ら
た
に
日
向
と
新
庄
の
二
か
所
に
手
厚

く
狐
の
玉
が
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
判

明
い
た
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
日
向
の

宮
下
浅
吉
家
の
狐
の
玉
に
ま
つ
わ
る
伝

説
は
、
第
五
巻
『
語
る
・
歌
う
』（
言
語
文

化
）
の
な
か
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
出
て
い
ま

す
。
当
家
で
は
床
の
間
の
神
棚
に
安
置

し
て
今
も
大
切
に
守
り
伝
え
て
お
ら
れ

ま
す
。

「
雪
の
降
る
日
、
父
親
が
魚
の
商
売
に

敦
賀
に
通
っ
た
と
き
、
関
峠
の
所
で
白
い

フ
ワ
フ
ワ
と
し
た
毛
の
玉
が
道
に
出
て

き
た
。
歩
く
道
の
後
先
に
な
り
、
進
む
方

向
を
示
し
て
く
れ
、
無
事
に
敦
賀
に
着

く
。
後
、
夢
に
、『
白お
し
ろ
い粉
を
入
れ
て
祀
っ

て
く
れ
』
と
言
わ
れ
る
。『
狐
の
お
玉
さ

ん
』
と
言
い
、
商
売
の
神
様
と
し
て
、
伏

見
稲
荷
の
お
札
と
と
も
に
今
も
白
粉
を

入
れ
て
祀
っ
て
い
る
」（『
語
る
・
歌
う
』

Ｐ
３
３
８
参
照
）

大切に狐の玉が祀られた神棚（稲荷社）

同
様
の
伝
説
は
、
遠
く
宮
城
県
気
仙
沼

市
の
山
間
部
に
も
あ
り
、「
生
毛
玉
」「
ケ

サ
ラ
ン
パ
サ
ラ
ン
」
な
ど
と
呼
ば
れ
養
蚕

の
神
と
し
て
崇あ
が

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
白
粉
を
好
む
こ
の
福
狐
の
宝

珠
は
、
め
っ
た
に
拾
う
こ
と
が
で
き
な
い

だ
け
に
、
大
切
に
祀
る
と
そ
の
家
が
繁
盛

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
野
口
の
馬

野
宗
右
衛
門
家
に
は
珍
し
く
雌
雄
二
個

の
狐
の
玉
が
あ
り
、「
な
に
か
に
つ
け
て
、

良
い
方
良
い
方
に
こ
と
が
収
ま
る
」
と
伝

え
ら
れ
、
お
稲
荷
さ
ん
に
遠
慮
し
て
昔
か

ら
当
家
で
は
犬
を
飼
い
ま
せ
ん
。

（
美
浜
町
誌
編
纂
委
員
会
委
員
長　

金
田
久
璋
）
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氏　名 住 所 年齢 届出人

宮 下 ぬ い 日 向 91歳 宮下　繁藏

宮 下 　 榮 日 向 76歳 宮下　　直

中 村 和 枝 菅 浜 77歳 中村　誠治

大 塩 　 繁 佐 野 73歳 大塩　昌和

田 邉 ハ ル 山 上 87歳 田邉　信義

玉 井 良 平 早 瀬 81歳 玉井　芳夫

則 友 信 雄 太 田 69歳 則友　定雄

志 賀 嘉 吉 日 向 80歳 志賀健二郎

◎ご誕生

◎おくやみ

氏　名 性別 父・母 住　所

髙 木 七
な な み

海 女 大　治・宏　枝 佐　田

氏　　　　　名（旧姓） 住　所

山　路　佑　一　＆（森　本）優　子 太　田

　小　島　庸　光　＆（森　川）伊緒理　 佐　田

嶋　内　隆　博　＆（谷　出）奈津子 佐　田

◎ご結婚

まちびとまちびと

＊ふるさと作品展はどんな催しですか？
この催しは、地区の若い方にもお寺に親しんでほしいと写仏
教室を開き、その作品をどこかでお披露目できないかと考えた
のが始まりです。昨年、初めて開催した作品展では、写仏作品
のほかにも、久々子区の皆さんがこれまでに制作した絵画や陶
芸など200点以上の作品が展示されました。
＊今回の見所は？
前回の作品展で作品を発表された人は、多くの人に作品を見
てもらうことで、喜びや刺激とともに新たな創作意欲を感じら
れたと思います。第2回となる今回もより多くの人の新しい作品
を展示したいと思っています。どんな作品が集まるのか楽しみ
にしています。また、28日の夜には、新しい試みで、地元の方
が出演する和楽器や歌などのコンサートを計画しています。
＊作品展をとおして得られたものは？
前回の作品展では、作品をとおして人々の交流の輪が広がっ
たように感じます。今回もより多くの人に来ていただきたいと
思います。また、気軽にご来場いただくことによって、お寺を
身近なものに感じていただきたいと思います。

7月27日～29日に開催の
「久々子ふるさと作品展」
実行委員長を務められる

橋本 豪さん・佳代子さん(佐田)の長女

  瑞
み ず き

生ちゃん（2歳）
歌って、踊って、いつも元気いっぱいの
みずきです。大好きなミッキーの人形と
いつも一緒なんだ。お散歩にも連れて行
くんだよ。来年から保育園に行くんだけ
ど、お友達たくさんできるかな。
じぃじ、ばぁばの家にもお泊りに行くか
ら待っててね～！

6/1～6/30 受付分
（敬称略）慶弔慶弔

永井 泰
や す も と

元さん（久々子）

●応募方法
　クロスの真ん中（2重枠内）に漢字1文字入れると
4つの2文字熟語が完成します。
　2つのクロスを解き、使った2つの漢字で美浜町の
土地･地区･場所の名称をつくってください。
　はがきに、答えと住所、氏名（お便りも大歓
迎！）を書いて、町企画政策課「広報みはまハ－ト
フルクイズ」係（〒919‐1192美浜町郷市
25-25）まで送ってください。
　締切りは、8月10日(消印有効)です。正解者の中
から抽選で5人の方に記念品をお送りします。
●7月号の答え
　　ヨリト（寄 戸）
●当選者
　応募者総数は11人で全員正解でした。
　抽選の結果、次の方々が当選されました。
　　　　　井　村　　強　さん（郷　市）
　　　　　桂　本　啓　夫さん（和　田）
　　　　　石　川　裕美子さん（佐　田）
　　　　　川　口　弘　美さん（早　瀬）
　　　　　西　野　喜代二さん（興道寺）

迷 崎
殿

神
�

神
宮

迷 宮

宮 崎

宮
殿

（例）

こたえ  ◯◯

津 浪
風

音

破 馬
刀

青
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8月■くらしのカレンダー■

人口の動き

平成19年7月1日現在

人口総数
  11,205人
男 5,404人
女 5,801人

世帯数
3,757世帯

前月比
（－  2）
（－  3）
（＋  1）

（＋  5）

●イベント　●健康診断・検診　●子ども行事　●ごみ・資源回収
●行事の予定は、7月 17日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。　●（ス）は、ガソリンスタンドの休日当番店です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1420
古紙

企
画
政
策
課

　

町
で
は
、現
在「
は
あ
と
ふ
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
」と
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、今
月
か
ら
8
月
に
か
け

て
役
場
庁
舎
の
正
面
玄
関
を
入
っ
た
と
こ
ろ

に
、庁
舎
内
を
案
内
す
る
総
合
サ
ー
ビ
ス
職

員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

私
も
、そ
の
1
人
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た

が
、普
段
、広
報
紙
の
編
集
な
ど
自
分
の
担
当

業
務
に
没
頭
し
が
ち
で
あ
っ
た
た
め
、来
ら
れ

た
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
同
時
に
、自
分
自
身
が

利
用
さ
れ
る
方
の
立
場
で
役
場
を
広
く
見
る

こ
と
が
で
き
る
よ
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、先
日
参
加
し
た
接
遇
研
修
に
お
い

て
も
、講
師
の「
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
は
、利
用
さ

れ
る
方
の
た
め
で
あ
る
と
同
時
に
、自
分
を
輝

か
せ
る
も
の
で
あ
る
」と
い
う
言
葉
が
印
象
的

で
し
た
。

　

仏
教
に「
自
利
利
他（
自
ら
を
活
か
す
こ
と

で
、他
者
を
活
か
す
こ
と
）」と
い
う
言
葉
が
あ

る
よ
う
に
、利
潤
を
追
求
し
な
い
行
政
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、物
や
お
金
で
は
な
い
心
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、職
員
自
身
も
自

ら
を
磨
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

（
光
）

表
紙
の
写
真

7
月
11
日
に
行
わ
れ
た
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
新
車
両
、日
向
線「
ゆ
う
な
ぎ
」、新
庄

線「
や
ま
び
こ
」の
出
発
式
の
様
子
で
す
。

2
台
の
新
車
両
と
丹
生
線「
ブ
ル
ー
ス
カ

イ
」が
並
び
、町
内
を
走
る
全
車
両
が
勢
ぞ

ろ
い
し
ま
し
た
。

じ  

り  

り  

た

8 月の納税 (納期限 8月 31日 )
固定資産税(2期)･国民健康保険税(2期)

15（水）
16（木）

14（火）
13（月）

12（日）

11（土）

10（金）

9（木）

8（水）

7（火）

6（月）
5（日）
4（土）

3（金）

28（火）

29（水）
30（木）

27（月）

26（日）

25（土）

24（金）

31（金）

23（木）

21（火）

22（水）

20（月）
19（日）
18（土）

17（金）  9:00～図書館クイズラリー
(～10日町立図書館)

  9:00～料理教室(中央公民館)

10:00～親子おはなし会(町立図書館)
(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)

13:00～わかさ美浜町誌刊行記念講演会
(中央公民館)

（ス）全店営業

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
18:00～美浜の自然と遊ぼう

(原子力安全システム研究所)

13:30～夏休みイラスト教室(町立図書館)
19:30～町民人権講座(中央公民館)

(北･南地区)

  9:00～消費生活相談(町役場)
13:30～美浜の民話を訪ねる講座(中央公民館)
13:30～6･7か月児健診(はあとぴあ)

(河原市･南市･栄区)

20:30～美浜納涼花火大会
(イベント 17:30～　久々子･松原海岸)

10:00～夏休み実験教室
(午後の部 13:30～　町立図書館)

  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
(～12:00 エコクル美方)

（ス）全店営業

精霊船送り(菅浜)
(東地区)

精霊船送り(和田)

1（水）

2（木）

10:00～夏休み工作教室(町立図書館)
10:00～親子食育教室(はあとぴあ)

13:30～絵本を楽しむ会(町立図書館)
18:00～子ども夜まつり(ゆうあいひろば)

（ス）全店営業

風祈能(宮代･弥美神社)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～土地建物登記法律相談(はあとぴあ)

13:00～乳がん･子宮がん検診(東部診療所)
13:30～離乳食講習会(はあとぴあ)
19:30～ハートフル対話2007(けやき台集会所)

10:00～夏休み折り紙教室(町立図書館)
13:00～3歳児健診(はあとぴあ)
19:30～ハートフル対話2007(美浜北小学校)

19:30～ハートフル対話2007
(原子力安全システム研究所)

10:30～昔話おはなし会(町立図書館)
13:00～両親学級(はあとぴあ)

  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
(～12:00 エコクル美方)

  9:00～乳がん･子宮がん･大腸がん検診
(はあとぴあ)

（ス）全店営業

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)
19:30～ハートフル対話2007(美浜南小学校)

19:30～ハートフル対話2007(中央公民館)

10:00～ひよこランド(はあとぴあ)
19:30～ハートフル対話2007(中央公民館)

古紙

古紙

古紙

古紙
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